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1.はじめに 
  多くの河川において広範など浮遊砂観測が行われ，
浮遊砂量 Qs(m3/s)は一般に，流量を Q(m3/s)とすると，
(1)式で表される 1)． 

p
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ただし，ｋ，ｐ：パラメータである．しかし，(1)式
は浮遊砂の粒径や，河床勾配，粗度といった物理的

根拠を考慮していない．一方，板倉・岸の式は物理

的根拠に基づいて浮遊砂量を求める式であるが，(1)
式と比較するとはるかに複雑であり，パラメータの

数も多い． 
  本研究では，板倉・岸の式を用いて数値実験を行
い，物理量がどのように(1)式のｋと pに関与してい
るか把握することを目的とする． 
 
2．板倉・岸の式 2) 
板倉・岸の浮遊砂量式を(2)～(4)式に示す． 
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ただし，u＊：摩擦速度(m/s)，Cb：浮遊砂の基準点濃

度，ｈ：水深(m)，B：川幅(m)，b：濃度分布の基準
点の高さ(m)，κ：0.4(カルマン定数)，K：0.008，
α：0.14，ρs，ρ：砂，水の密度(kg/m3)，ｇ：重力

加速度(m/s2)，ｄ：粒径(m)である．ω0：沈降速度(m/s)
であり，ルベイの実験式から求めた．P：Z及び ks/h
の関数である(図-1)． 
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    図-1 Pと ks/hとの関係 
3．方法 
  粗度係数(n)と河床勾配(I)の 9通りの組み合わせを
設定(表-1)し，板倉・岸の式から Qと Qsの関係を求
めた．次に最小自乗法から(1)式の近似式を求め，ｋ
(または p)と粒径(ｄ)の関係を図-2，図-3に示す． 
 
 表-1 計算条件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
キーワード   浮遊砂量，板倉・岸の式 
連絡先       〒980-8579  宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 06  TEL 022-217-7459

  粗度係数（n） 斜面勾配（I)

1 0.005 

2 0.01 

3 

0.01 

0.02 

4 0.005 

5 0.01 

6 

0.02 

0.02 

7 0.005 

8 0.01 

9 

0.04 

0.02 
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4．結果及び考察 
図-2 のグラフから粒径が大きくなるにつれてｋの
値は小さくなることが分かる． 
図-3 の３つののグラフは非常に似た形をしている．
つまり，粗度係数はパラメータ P にあまり影響を与
えていないと考えることができる．しかし図-2 を見
ると，粗度係数によってｋの値が変化しているのが

分かる．粗度係数が高いほど k の値も高くなってい
く傾向がある． 
  また，パラメータ Pにおいて，粒径が 0.05mm以
下の場合は河床勾配による影響はあまり見られない

が，粒径が 0.05mmを超えると， 河床勾配によって
Pの値は変化する． 
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図-2  ｋとｐとの関係 


